『國民新報』1940年4月28日　
心を治めよ[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)閣 (かつ)下 (か)は今 (こん)度 (ど)の 道 (どう)知 (ち)事 (じ)會 (くわい)議 (ぎ)に於 (お)いて一塲 (ぢやう)の訓 (くん)示 (じ)をなさいましたが、その要 (よう)旨 (し)は、興 (こう)亞 (あ)維 (い)新 (しん)のためには、兵 (へい)站 (たん)基 (き)地 (ち)としての半 (はん)島 (とう)の使 (し)命 (めい)を完 (くわん)成 (せい)[footnoteRef:2]せねばならない。それには半 (はん)島 (とう)に於 (お)ける物 (ぶつ)的 (てき)資 (し)源 (げん)もさることながら、人 (じん)的 (てき)資 (し)源 (げん)の育 (いく)成 (せい)が必 (ひつ)要 (よう)であり、しかもそれは國 (こく)民 (みん)總 (そう)動 (どう)員 (ゐん)の體 (たい)制 (せい)を強 (けう)化 (くわ)する線 (せん)に 沿 (そ)うてなされねばならぬと申 (まを)されました。それらの御 (お)話 (はなし)の中 (なか)に物 (もの)を制 (せい)するに、先 (ま)づを治 (おさ)めねばならぬと申 (まを)された句 (く)があります。 [2:  単行本『同胞に寄す』では「完成」が「完遂」に変わっている。] 

　生 (せい)産 (さん)増 (ぞう)強 (けう)とひ、節米 (せつまい)とひ、貯蓄 (ちよちく)とひ、自 (じ)肅 (しゆく)自 (じ)戒 (かい)とひ、いづれも國 (くに)を愛 (あい)する心 (こころ)から出 (しゆつ)發 (ぱつ)するものでありまして、この心 (こころ)が治 (おさ)められてゐないから、闇取引 (やみとりひき)とか、流言 (りうげん)蜚語 (ひご)とか、秘 (ひ)密 (みつ)漏 (ろう)洩 (えい)とかいふ、さまざまの忌 (いま)はしいことが 起 (おこ)るのであります。そればかりでなく、心 (こころ)の治 (おさ)められてゐない個 (こ)人 (じん)は、して、家 (か)庭 (てい)人 (じん)としても社 (しや)會 (くわい)人 (じん)としても國 (こく)民 (みん)としても、頼 (たの)もしく、役 (やく)に立 (た)つ人 (にん)間 (げん)になることは出來 (でき)ないのでありますし、また當 (とう)人 (にん)の一生 (せう)もみじめなものに 相違 (そうい)ありませぬ。
　しからば心 (こころ)を治 (おさ)めるためにはどうすればいゝか。第 (だい)一に行 (ぎやう)住 (じう)坐 (ざ)臥 (ぐわ)に於 (お)いて、神明 (しんめい)吾 (われ)をみそなはすの信念 (しんねん)であります。これは單 (たん)なる信念 (しんねん)では なくして、儼 (げん)然 (ぜん)たる事 (じ)實 (じつ)でありまして、神明 (しんめい)の照鑒 (せうかん)を信 (しん)じ且 (か)つ感 (かん)じないものに 善人 (ぜんにん)はないのであります。かういふ信念 (しんねん)をもつてゐて、二六時 (じ)中 (ちう)清 (きよ)く明 (あかる)く心 (こころ)を磨 (みが)くものは、おのづからと言動 (げんどう)から光 (ひかり)と薫 (かをり)をして萬人 (にん)の信頼 (らい)と愛 (あい)敬 (けい)を得 (え)、なすことすべてが榮 (さか)えるのであります。でない人 (ひと)は、よしんば一時 (じ)はうまく 行 (ゆ)くやうでもして續 (つゞ)きは致 (いた)しませぬ。
　第 (だい)二には、天 (てん)皇 (のう)吾 (われ)に嘱 (しよく)望 (ぼう)されたまふ、といふ信念 (しんねん)であります。大 (おほ)きかれ小さかれわれわれは、天 (てん)皇 (のう)から何 (なに)事 (ごと)かを申 (まを)し付 (つ)かつてゐるので あります。われわれが自 (じ)分 (ぶん)のつとめをするとしないとは、直 (ただ)ちに國 (こく)運 (うん)の消 (せう)長 (ちやう)に響 (ひゞ)き、それが 今 (こん)度 (ど)は逆 (ぎやく)に、われわれ自 (じ)身 (しん)と子 (し)孫 (そん)の幸 (こう)不 (ふ)幸 (こう)となつて 廻 (まわ)つてるものであります。一體 (たい)[footnoteRef:3]、正 (ただ)しく悟 (さと)ればわれわれの生命 (せいめい)の安全 (あんぜん)も財産 (ざいさん)も幸福 (こうふく)もすべて、大君 (おほきみ)から授 (さづ)かつたものであります。もしこれを認識 (にんしき)せずに、これがすべて 自 (じ)分 (ぶん)のものであると考 (かんが)へるものがあるとすれば、それは 大 (たい)變 (へん)に間 (ま)違 (ちが)つた了 (れう)見 (けん)で、愚癡 (ぐち)でなければ 罪悪 (ざいあく)であります[footnoteRef:4]。でありますから、從 (じう)順 (じゅん)で信 (しん)實 (じつ)な　陛 (へい)下 (か)の臣 (しん)子 (し)といふ信 (しん)念 (ねん)を一寸 (ちよつと)も離 (はな)さぬといふことがわれわれの本分 (ほんぶん)であります。かういふ信 (しん)念 (ねん)さへあれば、法 (ほう)律 (りつ)や、國 (こく)策 (さく)や、國土 (こくど)の一草 (そう)一木 (もく)も わが大君 (おほきみ)のものとして、また われわれの子 (し)女 (じよ)や、乃 (ない)至 (し)われわれ自 (じ)身 (しん)をも大君 (おほきみ)のものとして 大 (だい)事 (じ)にし、汚 (よご)さないやうにすることでありませう。 [3:  単行本『同胞に寄す』では「一體」が「そもそも」に変わっている。]  [4:  愚癡は仏教の用語で愚痴とも書く。事物の理に暗い心をさし、煩悩の源とされる。我癡あるいは無明ともいう。なお、この部分は単行本では「愚癡といふものであります」に変わっている。
] 

　青 (せい)年 (ねん)諸 (しよ)君 (くん)！諸 (しよ)君 (くん)は今 (いま)の世 (せ)代 (だい)の望 (のぞ)みであり、次 (つぎ)の世 (せ)代 (だい)の主 (しゆ)人 (じん)であります。以 (い)上 (じやう)申 (まを)した二つの信念 (しんねん)をしかと把 (は)握 (あく)して、死 (し)すとも これを放 (はな)さずに心 (こころ)を治 (おさ)めて下 (くだ)さい。そして興 (こう)亞 (あ)維 (い)新 (しん)の大 (たい)業 (げう)に輔 (ほ)翼 (よく)すると同 (どう)時 (じ)に諸 (しよ)君 (くん)自 (じ)身 (しん)を光 (くわう)榮 (えい)あらせて下 (くだ)さい。
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